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船橋市立医療センター経営強化プラン・中期経営計画 

令和６～９年度（素案）に対する意見募集の結果について 
 
 

意見募集期間：令和 5 年 12 月 15 日（金）～令和 6 年 1 月 15 日（月） 

提出者数  ：1 名（持参） 

意見数   ：4 件 

備 考   ：ご意見については原則として原文のまま掲載していますが、主旨が変わらない範囲で一

部表現の調整等を行っているものがあります。なお、計画の内容に直接及ばないご意見

については記載していません。 
 
 

No. ご意見 病院局の考え方 

１ ＜船橋市立医療センターの件＞ 

 この医療センターは、設立当初は、確か、町

の医者が、患者を連れて行って、高額・高度の

機械を使って治療する、と通告されていたと思

います。いつの間にか、普通の病院になってい

たのですね。 

 船橋市には、大きな中核病院がいくつもあ

り、このセンターが必要なのでしょうか。 

 一つは、浦安・市川医療センターは、前は「市

立」だったが、「私立」に替わったと。私立で

すが、そのサービスは、素晴らしいものがあり

ます。ここを知ったのも、船橋の薬局で勧めら

れたからです。近くの市からは当然のこと、千

葉市からも東京からも救急車が来ています。 

 二つには、昨年、某病院で診断してもらった

のですが、ここでは無理なので、船橋市立医療

センターへ救急車で行きなさいとのことで、行

きました。診断の結果、「入院」しなさいとの

こと。ところが、そんな予定で行ったのではな

いので、今夜は帰宅すると断ると、この次救急

車で来ても、治療はしませんよ、と言われ、そ

の旨の承諾書に署名をさせられました。 

 こんなことを「市立」でありながら、市民を

無視する病院など不要だと思います。 

 

 

当センターが果たすべき役割につい

ては、「Ⅴ.経営強化の方針 - 1.役割・

機能の最適化と連携の強化（13～16 ペ

ージ）」で記載しています。 

今後、高齢者人口や医療需要が増加

していくことを踏まえると、建て替え

を通じて現在担っている役割を強化

し、これからも東葛南部保健医療圏の

医療需要に柔軟に対応していくことが

重要だと考えています。 
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No. ご意見 病院局の考え方 

２ ＜立地について＞ 

船橋に住んで、50 年近くになりますが、こ

の広大な空き地はどうしてなのかと不思議に

思ってきました。 

先日聞き及んだところでは、今まで、ゼネコ

ンなどの大ディベロッパーが、3 度も開発しよ

うとしたが、土壌の悪さから諦めてしまったと

のこと。東西線の延伸の際も大変な苦労があっ

たと。 

もし、病院の建物が建ったとしても、建物の

周辺あるいは、病院への道路が、泥海となり、

車両が通れず、大地震で病人が出ても救急車が

近づけないのではないかということが心配さ

れます。東関東大地震の際の、浦安のようなこ

とになるのではないでしょうか。 

もし、あの広大な土地の道路まで、大地震の

際にも使用可能な状態を保てるためには、莫大

な金、何百億円という金を注ぎ込まないといけ

ないのではないか。 

とすれば、医療センターを残すなら、今のと

ころで建て替えていけばいいのではないです

か。 

 

現病院敷地での建て替えについて

は、平成 26 年度に実施した「船橋市立

医療センターの建て替え検討のための

基礎調査」で検討されましたが、工事

費・工期・工事中の患者さんへの影響・

完成後の建物の使いやすさ等を総合的

に評価した結果、メリットが少なくデ

メリットが多いことが検証されたこと

から、現地建て替えは困難であると判

断しました。 

頂いたご意見につきましては、引き

続き関係部署と協議しながら進めてい

きます。 

 

 

 

 

 

３ ＜立地について＞ 

民営病院の経営を圧迫することも気になり

ます。今や「公立病院」の時代ではないのです。

いかに患者に「やさしいか」が問われる時代で

す。民営化してはどうですか。 

 

 

当センターの経営形態につきまして

は、「Ⅴ.経営強化の方針 – 3.経営形態

の見直し（17 ページ）」で記載していま

す。現時点では経営形態の見直しを行

う状況ではないと考えていますが、公

立病院を取り巻く状況の変化に適切に

対応するため、その他の経営形態の導

入等についても、必要に応じて今後、

研究及び検討をしていきます。 
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No. ご意見 病院局の考え方 

４ ＜立地について＞ 

 この土地は、どこまで掘れば、硬い地層に

届くというボーリングなどは終了しているの

でしょうか。終了しているのなら、その結果

を公表してほしいと思います。 

 沖縄の空港建設は、底なしのような土壌と

言われ、また、関西新空港の例もあり（沈下）、

また今は、大阪万博の土地も、沈下が心配さ

れています。 

 今までのような日本が成長していた時代と

は、これからは異なります。巨大な債務が残

れば、市、ひいては市民に何十年にも亘り重

荷となって、やるべき施策が何もできなくな

ることが予想されます。 

この問題の改めての検討を、市民に十分見

えるところで繰り展げていただきたいと思い

ます。 

 

貴重なご意見を頂きありがとうござ

います。頂いたご意見については、今

後、建替事業を推進するうえでの参考

とさせていただき、引き続き関係部署

と協議をしながら事業を進めていきま

す。 

 

  


